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２．研修会等について
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２０１３年度 研究大会  

「まだまだつけられる！ソーシャルワーカー力 異種×意趣 福祉コンサルテーション活用法」 アンケート結果 

シリーズテーマ「つなげる つながる つなげよう」のテーマのもと、昭和女子大学福祉社会学科教授の北本佳子氏をお迎えし、福祉コンサル

テーションについて大いに学んだ2013.2.22の香川県ソーシャルワーカー協会研究大会の参加者アンケートの結果です！ 

取りつきにくそうなテーマであったものの、結果は好評！学びの多い研修会でした。 

※機関紙「香川ソーシャルワーク第28号」に北本先生の講義内容が詳しく掲載される予定ですので、参加できなかった方はそちらをご覧くださ



《自由記述》 《自由記述》
・平日の夜か日曜が良い

・午前中が良い
・午前中と午後に分割してほしい

④研究大会で気付いたこと

・コンサルテーションについて考えたことがなかったので勉強になった

⑤今後の研修企画、当会への意見

《自由記述》

・すぐに実践できる

・コンサルテーションがなじみない言葉で難しい内容になるのかとお
もっていたが、普段から行っている仕事内容と重ね合わせて考えるこ
とができたので納得しやすかった。何事にも意識化して支援する姿
勢の大事さを再確認できた。

・これまでの常識であったコンサルテーションを、様々な角
度の切り口やアンケート調査という現場の声を反映させた
もので構成されていた。

・業務上先々意識して取り組めると利用者さんの利益につ
ながると思いました。

・今まで意識せずにしていたことを意識して行うことでクライエントの
ために効果が上がることを学ぶことができた。

・ソーシャルワーカーというものが何かということを考えさせられた研
修会で面白かった。
・とても良く計画検討がなされた結果の講師をお招きで来たのだと理
事の方々に感謝します。有難うございました。

・グループワークの進行予定を先に示すタイミングが少し戸惑ってい
たのを改善していただければ尚良かったと思います。

・最後の各グループの発表に対する先生の意見、解説が大変勉強
になりました。

・コンサルテーションの意味およびプロセスコンサルテーションの中身
が分かった。

大変良

かった, 
20, 71% 

まあまあ

良かった, 
7, 25% 

普通, 1, 
4% 

③テーマ、シリーズテーマについ

てn=28 


